
2012年 8月 29日       

        羽生滑空場の着陸条件 

NPO法人 羽生ソアリングクラブ 
 羽生滑空場を目的地またはアウトランディング場として飛行計画している方

にお知らせいたします。 
着陸場所として羽生滑空場を選択されるのは自由です。 
しかし、グライダーだからといえ、羽生滑空場に許可なく着陸される事は許さ

れません。管理されている土地に無断で侵入する事は違法行為です。 
 
ではどのような手続きを経れば羽生滑空場の着陸許可が得られるか、をお知ら

せしますと、 
・事前に使用申請書を提出すること。 
      郵送先 〒348-0001 羽生市常木 1175 羽生ソアリングクラブ 
・羽生ソアリングクラブ役員によるブリーフィングを受けていること。 
・羽生フライトサービスと通信設定が出来て、着陸の許可が得られていること。 
の三つの条件を満たしている場合です。 
ただし、十分に安全な離着陸の経験があると羽生ソアリングクラブが認めた機

長については、予め電話で確認していただき、羽生フライトサービスの許可を

得れば着陸可能とします。 
したがって、羽生滑空場で離着陸未経験の機長は、下見を兼ねてブリーフィン

グを受けに来てください。 
このような条件を付するには理由があり、それらはブリーフィングの際にお知

らせいたします。なおモーターグライダーによる来場も、上記の条件を満たし

ていなければ受け入れられません。 
 
上記条件を付ける一方で、羽生ソアリングクラブは、初心者による距離飛行を

以下の方法で支援しますので、ご検討下さい。 
・距離飛行実施以前に羽生滑空場で飛行していただき、周辺のサーマル状況な

どを探索研究してもらう。 
・そのために、距離飛行に使用する滑空機を一時的に羽生滑空場に持ち込み使

用する事を認める。 
というものですが、機材の持ち込み使用については当然ながら条件が付きます

ので、予めご相談ください。 
以上 

 



羽生滑空場使用許可申請書 ㊙ 

                申請日   年  月  日 

機長の氏名          
年齢  

血液型  

電  話  
所属団体  

緊急連絡先  

飛行経験 滑空機  
時間

動力滑空機  
   時間 

航空機曳航 
 回 

飛行機 
    時間 

最近の経験 使用航空機    時間/年 着陸回数   回/年 

 種類、等級 番号 
自家用操縦士 
事業用操縦士 

  
技能証明書 

教育証明 
 

  

使用航空機 型  式、 

登録記号、 J A       

保  険 第三者賠償金額 

年月日  
飛行計画 

航 路  
 
 

上記の通り申請いたします。  

           住所 

           署名              印 


